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第３章 研究の結果

１ 学習や社会性における困難に偏りのある児童生徒とその比率

(1) 抽出の方法

学習や社会性における困難に偏りのある児童生徒の抽出は、表１－１の方法によりました。

これは、平成８年度の研究でも用いたものです。これによるとまず128名が該当しました。

表１－１

困難の偏りに着目する抽出の方法

① 「言語」

「図形・数・日常生活での数に関する力等」

「実技教科」

「社会性・行動」の あ４領域のうち、少なくとも１領域で20項目中10項目以上

ること

② 10項目に であること満たない領域がある場合、その領域は６項目以下

③ ①と②を こと同時に満たす

（例）

指 摘 項 目 数

領 域 ５年生Ａ男 ４年生Ｂ女

言 語 13（①を満たす） 3（②を満たす）

図形・数・日常生活での数に関する力等 ３（②を満たす） ７(②を満たさない)

実 技 教 科 ２（②を満たす） 12（①を満たす）

社 会 性 ・ 行 動 15（①を満たす） 0（②を満たす）

∴ ５年生Ａ男は「偏りがある」とみなす。４年生Ｂ女はみなさない。

(2) 精査の方法

さらに表１－２のようなＬＤ的な認知の偏りに関係する条件や、欠席・遅刻・早退日数の状
※

況にかかわる条件に基づいて、128名のデータを精査した結果44名に絞りました。

※ 第４章 研究のまとめと今後の課題のP.32に説明を掲載しています。

表１－２

除 外 す る 条 件 の 例 理 由

① 社会性の項目の困難だけが多く、他の 学習面でのつまずきがほとんどない

領域の困難がまったくないか、または、 ことは 「ＬＤかもしれない」に結びつ、

ほとんどない。 けにくい。

② 調査期間(半年間)ほとんど出席してい 困難として指摘されている項目・領

ない(欠席日数が極めて多い)。 域がある場合も、それらが学習空白に

よるものである可能性も推察される。

③ 欠席等が多いのに困難を指摘される項 児童生徒の様子は部分的に把握でき

目が全くない領域がある。 ているが、授業欠席が多く、部分的情

報であることを考慮して全項目を無記
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入とした可能性も推察される。

④ 欠席等が多いのに全項目が困難として ③とは逆に、部分的情報から全項目

指摘されている領域がある。 の困難を指摘している可能性も推察さ

れる。

なお､上記除外条件のどれかに該当しても､平成８年度調査で指摘率の高かった項目(表１－

３)で指摘があれば、それを考慮し 「学習や社会性における困難に偏りのある児童生徒」と、

して抽出した場合もあります。

表１－３

言語

○ 聞いたことがなかなか記憶できない

○ 的確な言葉を見つけられなかったり、詰まったりすることが多い

○ 一字一字は読めるが、たどり読みであったり、文字の順序を読み違えてとばし

たり戻ったり、混乱することが多い

○ 行をとばしたり、語を付け加えたりして読む

○ 促音や拗音、助詞「は 「を 「へ」などを適切に使えない」 」

○ 漢字の点画を間違ったり、類似の字を書いたり、鏡文字を書くことがある(ｱﾙﾌｧ

ﾍﾞｯﾄの文字に混同がある)

図形・数・日常生活での数に関する力等

○ 電話番号の数字を記憶する

実技教科

○ スキップ動作

社会性・行動

○ 雑音で課題から注意がそれやすく、持続することが難しい

○ 学習や活動への取り掛かりが遅い

○ ぼーっとしている時間が多くみられる

○ 忘れ物が多い

その他

○ 図形の作図、はさみの使用、折り紙等手先の器用さに関係する項目

(3) 不登校等の児童生徒に占める比率

調査を実施した学校の在籍児童生徒数は、小学校22880名、中学校30294名、計53174名で、

そのうち不登校の児童生徒数(表１－４のＡ欄)は、小学校209名、中学校865名、 計1074名で

した。

登校しぶりの児童生徒数(同Ｂ欄)は、不登校の人数よりも多数になると予想されましたが、

計748名にとどまりました。これは 「登校しぶり＝遅刻または早退日数が11日以上」という、

条件では、特に中学校で該当生徒数が膨大になり調査Ⅱの回答が困難なため、特に課題のある

生徒に絞った回答も可とする等、各中学校の判断に委ねたからではないかと考えます。
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表１－４のＣ欄は、不登校の児童生徒と登校しぶりの児童生徒を合わせた(以下不登校等と

する)児童生徒数(Ａ＋Ｂ)のうち、学習や社会性における困難に偏りがある(＝ＬＤかもしれな

い者を含む可能性がある)児童生徒の人数で、小学生11名中学生33名計44名ありました。

学習や社会性における困難に偏りのある児童生徒数 の、不登校等の児童生徒数(Ｃ欄) (Ａ＋

Ｂ) は､Ｘ欄のような数値(小学校約4.0％､中学校約2.1％､計約2.4％)になりますに対する比率 。

小学校児童の約4.0％という比率は、比較のために表１－４右端に記載した平成８年度の学

習や社会性における困難に偏りのある児童 の全在籍児童数 に対する比率(Ｅ欄) (Ｄ欄) (Ｙ欄約

0.9％)よりも、たいへん高いことが明らかです(検定の結果、0.1％水準で有意差が認められま

した)。なお、図１－１は、比較可能な小学校だけを学年別で表したグラフです。

図１－１

２ 学習や社会性における困難の偏りのプロフィール －類型とその人数－

抽出した児童生徒44名の 言語 図形・数・日常生活での数に関する力等 実技教科 社「 」「 」「 」「

会性・行動」の４領域について、困難が偏る領域に着目し、プロフィールを作成し類型化しま

した。その結果、１領域だけに偏るタイプ(４種類)、２領域に偏るタイプ(５種類)、３領域に

偏るタイプ(４種類)計13種類のタイプがあることが分かりました。p.７からp.19には、各タイ

プにつき１名ずつ、欠席日数等、４領域のプロフィール、及び困難を指摘されている項目表を

記載し、その児童生徒の特徴と援助の方向性を簡単に示しています。

比率  X 比率  Y

Ｃ／（A＋ Ｂ） E／D

4 7327 49 29 0 0,0% 1538 11 0,7%

5 7537 66 24 6 6,7% 1454 15 1,0%

6 8016 94 16 5 4,5% 1642 14 0,9%
小学校計 22880 209 69 11 4,0% 4634 40 0,9%

1 9643 165 65 11 4,8%

2 10047 349 285 7 1,1%

3 10604 351 329 15 2,2%
中学校計 30294 865 679 33 2,1%

計 53174 1074 748 44 2,4%
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